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　　　　　顧第7回宇宙醗委員会1定例会議）

　　　　　　　　議’事　次　第

↑日時昭和5’5年5月17目・（水）．

　　　　　　　午後2時～≧時’．・　’　．一

2　場　　所、宇宙開発委員会会議室　　　1’　　，，

5　議　　題　　（1）共同＼エァロサツト評価計画の現況について一

　　　　　　　　説明者’

　　　　　　　　　運輸省航空局管制保安部保安企画．課・

　　　　　　　　　航空凝血鶴飴玉田鰍
　　　　　＼（2陣畷愛顧しに璽

4・資一　料β

秀7－1第6回報！麟員会醗会議）静鮨

詰7辺共同エア・サツ．ト評鱒画の環兄一

委7－5宇宙醗計画の髄しに？いて（案》，

〆
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委7－L

　　　　　第6回宇宙開発委員会（臨時会議）

↑　日　し時　　紹和55年5月・2日（火）

　　　　　　　　午後2時～4時㌧＼

2場　所宇宙論委員会孤臣
5議題＿（1）第5号榊糎（EXOS一今町上げ結果
　　　　　　　　　について

　　、　（2）実生用中容量静止通濤御三（CS）等5衛／

　　　　　　　　星の打上げ蘇について、

　　　　　　　’（3）実験用中容量静止通信衛星（ρs）め実験

　　　　　　　　　計画について

4．　資　　料，　　　　　L．

委6「1鋤回一三委鯨徒例会議）講三三
委6－2．M－5H－2実験報告

委61－5電繍翻鯉（エSS－b）・打臓ぴ鋤翻．
　　　　　　軸告書概肇

委6－4実験用中容量翫通信醒，ぐCS）打上げ及び追跡

．　　管制報糖概要
　委6－5　実験用中型放送衛星（BS）の打上げ及び追跡管制

　　　　　　経過の慨要．「

委6－6実闘中二三綿鯉（CS）・騨画
5出席者’
　　　宇宙開発委員会委員長代理　　1　、　　網　島　　毅’

宇雷開発委員会委員，

　　　〃　’　　　　　　　〃’　　　　　　ゾ

　　　ゲ　　．　　”’

説明者　’

　東京大学宇宙航空研究所教授

　　　　　　；　　・　　助教授

　宇宙開発事業団副理事長噌1

　　　　〃　・，理事　・　　　口　亀

　　　　〃　　　打上管制部喪

　鄭政省電波研究所三星研究部長

　科学技術庁長官官房参事官
　通商産業省機械情報早業三次長

　郵面省電波際理局審議官’

　運輸省気象庁総務部長　．

、建設省大臣官房技術参事官』

　郵政省電波監理局

　　　　〃’

　東京大学宇宙航空耐究所

　宇宙開発事業団

　　　　〃

事務局
　科学技術庁研究訥’整局宇宙企画諫長

　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長

　　　　　　　　　　　　　　　r
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　6・謬事要旨　　．、　　　　一　　一・

　（1）前回議事要旨、　　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　　　’

、第5畔宙醗委貯（定例会議）欝要旨について涕2

　頁2行目のメ璽吉識部会長及び”を削除の上、確認された。なお、

　重肇案件の議事婁旨峰ついては畦少数意見を配録として残すた

　め儲・澗警形式の琴己録とする壁が碍認さ雑9’，

　（2）第5号科学衛星てEXOS一・A）の打上げ結果について

一：凍京蝉宇宙航空研究脚林友直綴及び松尾轍助

　．教授から・資料6－2峰基づいて説明が行わμ・夙下の質疑応・

　答が1行われた。

網島：得ら取た写真がオーロラを示すことをどの，ような方法で同

　　明しようとしているのか。

．林：地上との観測結果とて2き合わせるなどの方法をとっている。

　　’但し、可視光でオー白ラを撮った例はあるが、紫外光領域で

　　の撮影は世界的にも初めてであるので、未だオ「ロラと断定，。

　　できない。・

　（3）実験用中容量静止通信衛星（OS・）等5衛星の打上げ結果l

　　rに：ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　宇宙開発事業団の鈴木春夫副理事長、平木一理事及び’

　　村尾忠義打上管理部長から＼資料6「3、6－4＞6－5

　　　に基づいて説明が行われ丸以下質疑応答が行われた。

、謙：卵打上げ下期の原因はふ．L・Xの洩拶べ・r歌発

　　隼したということである力斗・この部分ρ合金にはニツケ～レが

　　　どの位入っているか。．

平木：我々；が得ている情報ではイジヨネルということだ。

吉識まこれに？いては・何回位の試験を繰返し行っているか・

平木：1σ万イゆの試験を行ってい．る・また・応⑳限界に

　　つらては・降伏応力でおさ之ズいる・

嘩：干ss－bのミ四ヨン麟の辮点検に既下・蝦電・

　　圧制御器回路！0Vc）の動作時には・観測データに影響が

、．

冾轤黷驍ﾆあるが・躰的岬町殉
岡本：・マ曜よつて漕ント二野流が流下一と㍉，太野地

　　の野面電位が変わり＼周跡のプラズマに影響する左め・測定

　　デ汐にノィ既与える・

襯：エSS西P長い予めアンテナが・ひつ赫？題騨つ
　　かめたか。㌦’　　　　甑一

平木：：6つかかった揚合1には、普通、モ＿タあ電流が増加し七三　・

　　ま燗・一こ嚇に即ら⑳鱗的な原因で・整流子もしく

　　はブラシの抵抗が増大し、トルク不足で止まったら．しい。

網島：今の問題は各衛星共通の商題だから、十分に調べて欲しい。

斎藤：CSのスプリアスが、トランスポンダの温度を50。Gに上

　　げると発生するという意味は何か。

平木：蝕に入って温度が下がるどヌプリアスが出なぐなることが

　　確められている。なお、地上予備のトランスポンダの場合は、

　　温度を上げてもスプリアスは発生しない・

八齢宇宙醗事業団は・昨年来・タイトな捗げスゲジュール

　　をこなしたわけだがく感想はどうか6

鈴木：昨年⑱且TS，一LGMS・’CS・そして今年のエSS一わ、

　　BSとタイトなスケジュールであったが、、我々としては最善

●

●
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　を尽し・鷺醐の成果が得られたものと裁る・ただ・も

　　う少し余髄も？てやりたかった・』’一．一．

八藤：宇宙開発は・国家的・民族的な事業であるから・十分咀レ

　　やぐし、今後の開発に十分役立てて欲しい。『｝

、（4），実験用中容量静止琿信衛星（CS）．の実験計画について

　　郵政省の石田享電波研究所衛星研究部長及び金田．秀夫

　　電波監理局宇宙通信開発課長から資料委6－5に基づφて説

　　明炉あり、以下質疑応答声行われた・、

斎藤：トランスポ：シダた・スプリアスが起こると全く実験ができな

　　くなるのか。

郵政省βスプリア’スが2b’OMHzのバンド内に5本生じているが、

　　バンードのはずれに生じてψるスプリアスを均ツ，トできるフィ

　　ルターを入れれば・・スプリアスとスプリアスの間を利用でき

　　るかも知れな吟。’また・1現在開発中のSS耳Aは雑音に強い’

　　ので、スプリアスがあっても実験ができるかも知れない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　
斎忌国産曜ミ蛾トランスボン女はこれ1台なρで・二化

　　率を同上させ・るためにも、ユーザー佃も協力して可能な限り

　　実験を行って欲しい。　ド・　　　　　　『
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輿同AεRo5AT蔚価蓄 画の現乃． 多、t劉ア秦医1す縮薩オ茂1劃QCAO）’て対1こ寅メ1佐噺呈

o）’つ マ」票2巨即～㌻勧暫力武（5ハ尺P5）互芽ウ是ず3アめつ

、＿
轟ﾟ 曾R（ilワ丁年）k．亥同ム6905A・「麺1面言画しピし．琉の

∵了解丁字（MOU に署名した。ア刈力、カプダβてべ ’弗 乙提イ亥芦こじ・

し

ヨーワツ’や汐・諺』’，「 ．65A）の磁、kより A彦R15AT埋・’会’ てあっ。

が，翻凱降もオ’一スDフフ、圏憎憎継、腱1㈲ 《・一嘗 kA一礼飛1グ薬茶巳6P〃～）を彦ゾ蕗つ

驚

旺1ψuマも P計画ドワ、、て、董八な劇’・↓乏／修がざる

践厨ブ’レノ畝てハ卿5A薩：・珍ド出庫て、1多，

6R・≦ハ健易学ワ御747囲勿吻彦誘が 皇得な“八、溜oo男ろ当市多豚園・皇霊者動肉沁疵二

〔朋刃）　15鍋飾“7ナダみ1ズ才コムス外仇国《”診勘k

開列し、乏ん八λ俊3・し蘭月k一回の事が痔旨く1kて

佛《・5A癖4錫一画のイ鑓〆Z殊て喝。 痂明場含’ r身！2家義盗の老編斎言
（耕， ゑ兇．享　　！てっ・てノヲ：棄疹冒ア、ミ1そノ）のt一キ）グ’ク，し一つ9が㌔【

この翻栃ノ勘ま当初 《ψ髪におqて2 固の薫蒸k

　　　　　　oDよ3．報毎丁丁．許極寧（験ちイア♪≧画で≧ろ1 物師1の 層A繭τ擁十時。・♪の1と晦4・磯詠
鬼生玉回㈱∫履鞍蝋碑、スノ飾7シン1ン乙白丁・で聯

陶塾
イ、）丁丁髭・z地エ形 の音杢βびデタ血諺の及術二皮仇一 酬3綻禍フ愚痴議赫ヒな廠獲k野て・洗
　　　、｣　’二の多雪矩〉乙41うこと：、 麟躰脚万マλトヲP7の万、ザLへ煽魏一1よ麟汐

・　　　．

λ、繕勅桝イうン又墜刎てっ“て霧翻罐 ・一’

渚燔qっ征バ才7回会厳（卿ケ2紡月に
行うこし・ 」う、、て一与商め延k六訊’のう〉｝し、13，

・　運．輸省航空局 全面薄罫紙1号
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掬㈱5A併極言画の維～助士の循の・ラ、 葬祠顯十日て論議切レた．1’　　　1　　　　　　ズ

衆回フ羽＼につ呪1御8痩のス薫一八一米国の謙会で 廠勧％弓絵の乃鵜μ乙12卿ノたぞか二十㎞；・ノ：臨ρノ高力b4ρ／

1σ

P

∫4λ…〃た多〃14ノがεr彦6〃，〃，θ5あ・G珈／ノ〆1訪・’・，

誕捌副人面1之耽・頭Zノ司計画のフィギピンラィ 0！？刃307一乙沿　ご1実；β7航参りた・う。修ア卿ク岬及グ4勿勉〃濠鉦アノ）

スノイ下行5たあのろ算ヒ肥’0グ5ド響レが玄君めラワ駿霧柔㍉ 謡言獲塗と吻漏ことkなって訴ツ、労1厘会講・1よ6≦ん弓、す沸レ塗

，

米闘同士8回会議ノこあ回てフイーゾ白白フクデ穆クが窃融 が獅準準2釣6助劉アミ翻早る被耐舞繭訴
検計季量会）の設立’を＼～提薬’ぐ　ナク回七十。夘τ餓 、：λラワ戸’　へ1”し“一”　“’一“し乏一　　・煙〉戸号フ、フラン又、

4イrレぢンド・　　ク’ヴ　　ヨ広、　／一スうン人・・、；Z∩。，イソ・、ノいう；一ラ’〉〆・焚1崖〕

（白雪18～ノ9圧てガ醐催）た』な”て，検認凄簗会つ：七三．
伊　一兜、ムノ広／8テ團と　4ごκアフワ姻初厩粧会

K1占いて条く爽で同論一くノし、日本七礪「憂・会り設立K ど∫　　　刈7；・　1引∠　　御家白雲碗士流麹’偽ゑ鯵）

ヲ’1”1ノ D1’旨一∴■け・1　
　　… ぐ　餅ぞ簿ク宮六会£鎧6　／6ハ〃，

歯しこ加計加の傷ピ表爾てた5 の厨摩〉瀦｝・の　犠二八予1じミ・｝τて11う。

ぐφ・（、設立0見倉孕，鍾｛1てっ・いて嶽、βS乃ぱ
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の制％　　　　　鮨 粥邸っ・・礁訂し碕訊稼IZ白白u、航囎1多ステ耽

7　ラス流M．細対硬iの解琢

．曾．　ニス∠〃＼物穂’ 耽六書濃墨銘最早粥曜7）護、別う髭論撮てそ単二｛雛

骸梶嘱λf・高州・催耳拶恥〆＼ 之行・て悉筋ソベ寿桐坤助3轡ソ齢鰐晶晶ヌ擁掬Y
・二二嫡． の6ラ炉の可挽匿
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・イ楠
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最画シスァ久、の・夏タし， 脇タ論士ダ x o 0 x

卿1欄発ψ。醐ヴて通信の欄ε｛7…竃，ボ

〃．　A8渥。鯛丁…哩 倹へつ擁 噛窃呵玖 o’ x ♪く’ x　　，
老齢うに信頼、彦1・乏し“絃《湧5・
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薙悔VllF 9 尺 × x
刀バ’レツし；’声’テ足ゴ、　．
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　　　　　　　　　　　　　　　委

宇醐発計画の殖しにつ喚（案）

．？L3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和55年5月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　定

　「宇宙開発計画（昭和52年度決定）」について見直しを行う

ため・昭和55年6月中旬までに下記の事項について調査を行う

こととする。

　なお・上記計画の修正等に関する審議方針については、下記の

調査を終了したうえで別途定めることとする。

　　　　　　　　　　　　　記

1・　昭和52年度以降における関係各機関の研究開発の進捗状況

2・　「宇宙開発計画（昭和52年度決定）」の見直しに関する関

　子下機関の要望事項


